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(1)通信方式の検討(1/2)

●候補方式：FDD方式、TDD方式

（考慮すべき事項）

活動現場内における情報共有のため複信及びマルチキャストが必要・活動現場内における情報共有のため複信及びマルチキャストが必要

・170-202.5MHzのアンペアバンド

・主な用途は映像及びデータ(アプリケーションによって、上り回線重視の場合と下り回
線重視の場合がある)線重視の場合がある)

・割当可能な周波数帯がアンペアバンドであるため、FDD方式の場合、割当周波数帯の
中央付近に送受分離用のガードバンドを設置することが必須となり 周波数利用効率が中央付近に送受分離用のガードバンドを設置することが必須となり、周波数利用効率が
低下する。

・TDD方式では、上り/下りの伝送比率の変更を行う場合に周波数配置の変更の必要がなく、
FDD方式より容易である利点もある。

⇒以上の理由から、通信方式として、「ＴＤＤ方式が望ましい」と考えられる。
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割当て可能周波数帯(170‐202.5MHz)におけるFDD方式とTDD方式の比較

(1)通信方式の検討(2/2)

FDD方式 TDD方式

●上り回線用周波数帯と下り回線周波数帯との
間に送受分離用ガードバンドが必要

●同期システムを前提とすると、基本的に割
当て周波数帯全域に渡り、チャネルを分配す
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ることが可能で周波数を効率的に利用可能

●上下の隣接周波数帯を使用する他の無線
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(2)多重化方式の検討

●候補方式: (上り回線) OFDMA TDMA CSMA等●候補方式: (上り回線) OFDMA, TDMA, CSMA等

(下り回線) OFDM ,FDM, TDM, CDM等

（考慮すべき事項）

災害時においても確実につながることが最優先・災害時においても確実につながることが最優先

・ＱｏＳ機能、帯域保証機能等が必要

上り回線：
他の端末の通信状況によって通信が制限されるベストエフォ ト型CSMAは 適当でない・他の端末の通信状況によって通信が制限されるベストエフォート型CSMAは、適当でない。

・マルチパス干渉への耐性を備えるとともに、時間・周波数領域でダイナミックなリソース
制御が可能で、パケットサイズやQoS要件の異なるパケットにも対応が容易なOFDMA
が適当と想定される。

下り回線：
・マルチパス干渉への耐性を備え、時間・周波数領域でダイナミックなリソース制御が可

能で、パケットサイズやQoS要件の異なるパケットにも対応が容易なOFDMとTDMの複
合方式が適当と想定される。

⇒以上の理由から、上り回線：OFDMA、下り回線：OFDMとＴDMの複合方式が適当と想定
される 注）上り回線においては OFDMA方式のスペクトラム特性の範囲内でシングルキャされる。 注）上り回線においては、OFDMA方式のスペクトラム特性の範囲内でシングルキャ
リア方式も想定される。

●補足事項： OFDMAとシングルキャリアSC-FDMA等との比較について：
・映像伝送(上り回線)がメインのアプリケーションである公共ＢＢシステムにおいては 帯域幅

３

・映像伝送(上り回線)がメインのアプリケーションである公共ＢＢシステムにおいては、帯域幅
の確保が最重要であり、帯域幅をより有効に利用可能なOFDMA方式が適合性が高いと想定
される。



(3)(4) 変調方式,占有周波数帯幅の検討
●候補方式：BPSK, QPSK,8PSK, 16QAM, 64QAM, 128QAM, 等, , , , , ,

上り：BPSK, QPSK,16QAM, 64QAM
下り：BPSK, QPSK,16QAM, 64QAM

●候補占有周波数帯域幅： 5MHz,10MHz,20MHz等●候補占有周波数帯域幅 5MHz,10MHz,20MHz等

（考慮すべき事項）

・セルエッジにおいても、NTSC程度の映像伝送のため数百kbps～1Mbps程度を確実
に確保することが必要保す 要

・集中制御通信モードにおける周波数繰り返しのため、集中制御通信モードで使用可
能なチャネルは3ｃｈ以上必要・要求要件を踏まえ、可搬型基地局等を実現するため

の自律通信モードが必要であり、複数カメラの使用を考慮すると、自律通信モードで
使用 能な ネ は 上必要使用可能なチャネルは3ｃｈ以上必要

・TDD方式の場合、上り回線1Mbps程度(QPSK-1/2)を確保するために占有周波数
帯域幅は５MHz程度以上必要

・同一エリア内における同時使用可能なチャネル数６を確保するために１チャネルあ
たりの占有帯域幅は５MHz程度以下にする必要がある

・ベストエフォートによる最大伝送速度を上げる事よりむしろ、広域セルエッジでの伝
送速度を確保することに重点を置き 128QAM以上の多値変調は適当でないと想定送速度を確保することに重点を置き、128QAM以上の多値変調は適当でないと想定
される
⇒ 以上の諸条件を考慮し、

変調方式 ：BPSK, QPSK, 16QAM及び64QAM
占有周波数帯域幅：５MHz

が適当と考えられる。 注）副搬送波OFDM変調を含む
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(5)空中線電力・空中線利得の検討

（考慮すべき事項）

・セルエッジにおいてもNTSC程度の映像伝送のため数百kbps～1Mbps程度を確実に確保
することが必要することが必要

・ 集中制御型通信モードおよび自律通信モードにおける回線設計を踏まえ・ 集中制御型通信モードおよび自律通信モードにおける回線設計を踏まえ、

⇒ 空中線電力： 20W 以下
空中線利得: 10dBi 以下

但し、上記を標準モデルとし、運用･用途の上から、所要通達距離、干渉検討
あるいは、所要システム要件等を勘案し、個別に規定することを考慮すべきである

とすることが適当である。
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